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一 巻 頭 言一

効 果 的 な継 続 看 護 教 育 を模 索 して 一 個 別 的 教 育 の提 供 と教 育 担 当者 の育成 一 

Designinganeffectivecontinuingeducation:Individualmentoringandtrainingofeducators

医療を取 り巻 く環境が時代の流れ とともに変化す るに伴い、臨床現場における看護職員の継続教育の課

題 も変化 してきた。時代 の要請に呼応 してプ リセプター シップや クリニカル ラダーの導入、キャリア開

発センターの開設 など、大阪大学医学部附属病院看護部は時代 に先 ん じた取 り組みを試み続けている。

本稿では大阪大学看護 学雑誌が創刊 された1995年 頃か ら約20年 にわたる看護部の継続教育の経過を振

り返 りながら、その変遷 と課題について述べてみたい。

本誌が創刊 され たのは、医学部保健学科が新設 されて2年 後の1995年 である。保健学科の新設 と期を

同 じくして医学部附属病院 も大阪市福 島区か ら吹 田市 山田丘に移転 した。 当時の看護部の看護職員数 は

約500名 、新人の採用数は約50名 であった。移転 の翌年、看護部は新人教育体制 としてプ リセプターシ

ップを導入 し、主 として臨床経験3年 の看護師が指導にあたった。 しか し医療の急速な高度先進化 に伴

って、現場で必要 とされ る臨床実践能力 と看護基礎教育で修得す る能力 との乖離が顕在化 してきたため、

導入後約10年 で制度 の見直 しを行った。新 たな制度ではプ リセプ ターの要件である臨床経験年数 を3年

か ら5年 に引き上げ、 より高い指導力 の確保に努 めるよ うにした。 しか し当院の一般病棟 における看護

職員配置が 「7対1看 護」となって以来、毎年多 くの新人が採用 され るよ うにな り、例えば昨年度採用 さ

れた新人は99名 で20年 前の約2倍 となった。その新人が臨床現場で一人前に働 けるようになるまでに

は3年 ～5年 を要 してお り、100名 を越 えるプ リセプターに とっても後輩の育成 に大 きな負担がかかるよ

うになった。
一方

、大学院教 育や専門 ・認定看護師等 の養成課程の整備が進み、看護職員の中にもキャ リア志向を

もつ者が多 くみられ るよ うになった。そ こで当院では個人のキャリア開発をよ り推進す るこ とと、院外

の看護師に教育の機会を提供す ることの二つ を 目的 と して2004年 に看護部 キャ リア開発セ ンターを設

置 した。翌年 にほク リニカル ラダーの認定制度を導入 し、以前の臨床経験年数か ら看護実践能力 に基づ

く教育体制へ と大 きく変容 させた。その結果、現在 の医学部附属病院における継続教育は、「一人前」に

まで育成す る段階別教育 と、個 々が 自らのキャリアをデザインして看護の専門性 を高めてい くことを意

図 したキャリア開発研修の二本柱 となった。

これ らの経緯をふ まえ、今 日における継続教育の課題 は、新人 をいかに効果的に一人前の看護師に育

てるか とい うことと、ます ます高度化する医療に対応 できる看護実践能力を持つ看護師をいかに育成 し

定着 させ るか とい うことに集約 される。現代の若者 は特に環境適応力 の低下が著 しく、患者へ看護実践

を行 う以前に職場 におけ る対人 関係 の構築 にっまず くケースが後 を絶たない。 また、患者 の重症度比率

と病床稼働率の上昇、 さらには在院 日数 の短縮等 によ り、先輩看護 師た ちも日々の仕事をこなす ことに'

精いっぱいで、看護 の意味や 「や りがい」が見えなくな りつつある。

ではその打開策 は何か。それ は効果的な教育の提供である。教育は体制の整備 とパ ターン化 した研修

プログラムの実施 のみで成果を期待できるものではない。質の高い看護が個別的であるよ うに、教育 も

個別的であることが望まれ る。それ には、高度 な看護実践能力を持 ち個別的看護 を提供できる人材 とと

もに、看護教育に深い造詣 を有 し個別的教育 を担 当できる教育者 としての人材が不可欠 である。そ して

これ らの人材 が、現場における看護 の意義 をいかに言語化 し後輩に伝 えていけるか とい うことが問われ

てい る。 これ らを踏まえ、臨床 における高度 な看護 実践者 と看護教育者、そ して看護管理者が各々の専

門性を活か してスクラムを組む将来的アプ ローチが望まれ る。 また保健学科 と看護部が協働 し、卒前教

育か ら継続教育にお ける緊密な連携 を図ることも重 要である。 きた る時代 の リーダー とな り、後輩 にと

ってのモデル となる看護実践者、看護教育者、看護 管理者 がますます増えることを願っている。

大阪大学医学部附属病院

教育担当副看護部長 谷浦 葉子
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